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大地震が起きた時、

家族の命を脅かすのは、

いつも一緒に暮らしている

家具かもしれません。

家の中の危険な箇所を確認し、

家具を固定したり避難経路を

確保したりすることが大切です。

日本赤十字社は、災害への備えを

一緒に考えるセミナーなどを通じて、

命を救うための啓発活動を

行っています。

危険は、
おうちの中にある。



日本赤十字社は令和５年３月１日から31日まで、「ACTION！防災・減災ー命のた

めに今うごくー」を実施しました。

このプロジェクトは、未来に目を向け、「災害への備え」の大切さについて一緒に考えること

で、一人ひとりが自分ごと化し、自身や家族、大切な人の命を救う具体的な行動

（ACTION）を起こすきっかけづくりを目指した取り組みです。

今すぐ命を守る「備え」をはじめましょう！

「ACTION！防災・減災」プロジェクトの一環として、今年もTwitter上で「あなたの備

えがみんなの備えに」キャンペーンを実施しました。

このキャンペーンは、ご家庭や職場で取り組んでいる「災害への備え」をTwitter上に投

稿することで、その知恵や工夫が拡散されるとともに、１ツイート・RTにつき100円が賛同

企業を通じて日本赤十字社に寄付され、日本全体の「備え」に繋げるというものです！

期間中に22万4671件ものツイート・リツイートがあり、多くの方々に「災害への

備え」について考え、行動するきっかけを提供することができました。

皆様のツイート・RTをもとに賛同企業様からいただいたご寄付は、日本赤十字社の防

災・減災をはじめとする活動に活用させていただきます。



「ACTION！防災・減災ー命のために今うごくー」

みんなのACTION！をご紹介

元プロレスラー武藤敬司さんも参加！！
武藤家の防災対策を紹介いただきました♪

おうちの中の安全対策！
危険な箇所をイメージすることが大切☆



各地でも
「ACTION！防災・減災ー命のために今うごくー」プロジェクトを実施！

全国の日赤支部ではさまざまな活動が催されました！

「キャンプの知識で生き抜く」
体験型の防災イベントを開催

3月19日、茨城新聞社と日赤茨城県支

部の共同で「親子で体験！BOSAIキャン

プ」が初開催され、約600人が参加しまし

た。キャンプの技術は災害時にも役立つた

め、その知識やスキル習得も本イベントの

目的です。火おこしやロープワーク講座の

他、心肺蘇生体験や炊き出し、テント設

営、起震体験など多くのブースが設けられ、

参加した親子は楽しみながら、自助・共

助の防災意識を高める機会となりました。

お問合せ 日本赤十字社 福島県支部
TEL : 024-545-7998  FAX :024-545-7924 Email :f-shinko@fukushima.jrc.or.jp

3月11日、東日本大震災の発生から12年

目となるこの日、千葉県・幕張の浜辺で開催

されたビーチクリーン活動（主催：Aqua 

Dream Project）の冒頭で100人超の参

加者を前に、震災を振り返り、防災についてお

話しする機会を得ました。日赤千葉県支部の

職員が、日頃から啓発している震災の教訓や

“備え”の重要性を伝えると、参加者からは

「身が引き締まりました」「帰ってから家族と話

し合います」といった声が寄せられました。 幕張の浜で伝える 3.11の教訓から学ぶ防災
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